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工種

右番号から選択 　１　工法
　２　材料
　３　機械
　４　情報
　５　その他

会社名
住所 ＴＥＬ
会社名
担当部署
氏名
住所
TEL FAX
URL
E-mail

概要

特徴

新技術の提案（様式２－１）

http://www.taisho-kk.com
info@taisho-kk.com

技術開発室
元吉一夫

0475-32-0943

　３　品質の向上
　４　工期の短縮
　５　環　境

効果を選択した理由を
下記概要や特徴に含めて
記入してください

　６　施工性の向上

問合せ先

千葉県長生郡長生村金田2695
開発者 大昌建設株式会社

効　　果

登録(申請)年月日

当社開発
県内に本社のある建設業者等（協会、組合等を含む）が中心となって開発したもの
県内に本社のある建設業者等が開発したもの。

ＮＥＴＩＳ　番号

１．土木

次のいずれかの項目に適合（該当項目の□をチェック下さい）

分　　野

　１　コストの縮減
　２　安全性向上

技術の名称

副題(商標名等)

応募技術条件
チェック

高所法面掘削機による掘削工法

大昌建設株式会社

千葉県長生郡長生村金田2695
0475-32-0077

（提案者） 0475-32-0077

人力にて施工していた高所法面の切取・切崩・掘削・伐根・整形,既設モルタルの取り壊し,コンクリート
法枠ブロックの取り壊しの作業を、主アンカーとロッククライミングマシーンを主ワイヤーロープで固定
して、機械化による施工を可能とした掘削工法です。

共通

右番号から選択

12,4,6

KT-010076-V

平成16年11月29日

　７　その他
分　類

特徴
・高所急傾斜地でも、通常のバックホウと同程度の作業能率で、迅速かつ安全に施工できる。
・高所法面での、切取り・切り崩し・掘削・伐根・整形、既設モルタルの取り壊し,コンクリート法枠ブロック
　の取り壊し作業が可能。

施工方法

※掘削量　1,200㎥
・単価は従来の人力による作業と同等。
・行程　70％の向上　[新工法36日]　[従来120日]

・械総重量の2.5倍以上(1カ所1.25倍以上)の安全率を持った強度のアンカーを設置できる事。
・土質条件 硬岩, 軟岩, レキ質土, 砂質土, シルト, 粘性土, 有機質。

影響なし

施工・使用上の留意点
・設置する主アンカーは、アンカー強度試験を行い、試験荷重は機体総重量の1.5倍以上である事。
・マシーンの操縦者は、当社独自の特別技能講習終了証が必要。

・国土交通省　743件
・その他公共機関　2,623件
・民間等　141件

・特許第2008978号 

実績状況（相手先、件数など）　2015年11月30日現在

その他（特許番号、各種適合基準、グリーン購入法、建設技術審査証明書・ＧＩＳなど）

施工・使用後の環境への影響

適用条件・範囲

施工・材料単価（従来との比較）

斜面上部の推定崩落線上より奥に十分な強度を持った主アンカーを２ヶ所設け、機体の主ウインチの
ワイヤーロープをアンカーに確実に固定してウインチを巻き上げ登坂しながら掘削作業を行います。



（様式２－２）

高所法面掘削機による掘削工法
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掘削機

スリングロープ

推定崩落線

主ワイヤーロープ

作業員

親綱

○従来の工法と新工法の比較
・従来の工法

斜面上部より命綱をつけた作業員が、鋤簾、スコップまたは、手持ちﾌﾞﾚｰｶにて掘削を行う工

法で、施工量が限られ、また、崩壊落石により非常に危険でした。

・新工法

斜面上部に十分な強度を持った主アンカーを設け、高所法面掘削機の主ワイヤーロープと

主アンカーで確実に固定した組み合わせで行う掘削工法で、従来の機械掘削できない高所人

力作業の安全性の向上、工期短縮、省力化が可能となりました。 【施工概要図参照】

【高所法面掘削機】【施工概要図】

主ワイヤ

主ウィンチ

ﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ装置

ﾊﾞﾗﾝｼﾝｸﾞﾌﾞﾚｰﾄﾞ

○特徴
・従来では危険だった高所急傾斜地（垂直斜面含む）でも施工が可能です。

・従来の工法と比較し約70%の工期短縮が可能です。

・ラジコン運転により安全な施工が可能です。

・土質条件は、硬岩、軟岩、レキ質土、砂質土、シルト、粘性土、有機質。

○高所法面掘削機（ﾛｯｸｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾏｼｰﾝ）
・ 本機搭載に搭載した左右２基の主ウィンチの巻き取り、巻き戻をし ながら走行し安定した移

動を可能としました。

・本機搭載の主ウィンチには、ネガティブブレーキの採用により、予想しない崩落等が発生した

場合でも本機を確実に吊り下げる事ができます。

・復動型油圧シリンダーを持つリフティング装置により、常に上部作業体を水平に保ち、またバ

ランシングブレードにより機械の安定性を高め、急斜面でも通常のバックホウと同程度の能力

で施工できます。

○安全性
・主アンカーは斜面上部の推定崩落線上より奥に設置し、アンカー１箇所につき機械総重量

の1.5倍以上のアンカーを２ヶ所設置します。

・主ワイヤーロープは、安全率10倍以上のワイヤーを２本を使用します。


